
簡便に製造できるナノサイズベシクル

技術の特徴
原料はDNA成分であるシチジル酸の誘導体

バイオ

・原料はDNA成分であるシチジル酸の誘導体
・水中で、原料を混ぜるだけ
・平均粒径30 nm程度のナノサイズベシクルが生成

研究の内容

シチジル酸

オリゴメチレン鎖（C=18）

ボルテックスなどで
ミキシングするだけ！

ベシクル生成

高濃度水溶液の
偏光顕微鏡像
ラメラ液晶

粒度分布

ラメラ液晶
bar = 10ミクロン

蛍光アッセイ

平均粒径 28 nm（体積割合）

今後の展開
生体膜モデルとしての検討

平均粒径 28 nm（体積割合）

内水相が存在
保持容積 ＝ 2.23 µl / µmol

・生体膜モデルとしての検討
・大量製造法の検討
・製剤、化粧品、食品などへの応用
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